
青森県
里山の巨樹・古木マップ
（天然記念物編）

数値等の出典
◇数値については、調査者や発行年度等を考慮し、つぎの順位で、記載のある数値を引用しています。
�青森県の巨木、名木たち（青森県天然記念物指定樹木）／青森県樹木医会　H14.3月
�平成14年度あおもり県民政策研究
青い森、縄文の森、鎮守の森県民運動の展開に関する調査研究成果報告書／あおもり里山育成研究会　H15.3月

�青森県の古木・名木／社団法人青森県緑化推進委員会　H6.2月
�県、市町村教育委員会のホームページ等
�市町村指定文化財一覧／青森県教育庁文化財保護課資料
�各文化財の案内板記載内容

◇伝承等の記述については、下記の資料を参考に編集・掲載しています。
�青森県の古木・名木／社団法人青森県緑化推進委員会　H6.2月
�県、市町村教育委員会のホームページ等
�市町村指定文化財一覧／青森県教育庁文化財保護課資料
�各文化財の案内板記載内容

◇写真は、県撮影の他、市町村から提供されたものを掲載しています。

青森県のイチョウ巨樹

環境省が平成11、12年に行った第６回自然環境
保全基礎調査により、全国最大級クラス（幹周り
12ｍ以上）の木が全国で117本確認されました。
青森県では６本が全国最大級クラスとなりまし

たが、その全てがイチョウです。（このマップでは
赤枠で表示）
これは、全国に18本ある最大級クラスのイチョ

ウの３分の１に当たり、本県が国内でも古くから
イチョウを植えてきた地方であることがうかがわ
れます。
県内では、24箇所（上記６本含む）のイチョウ

が国、県、市町村の天然記念物に指定されていま
すが、指定されていないイチョウの巨樹も100本以
上あるといわれています。
みなさんの身近にも、マップに載っていないイ

チョウ巨樹が有るかもしれません。

◇全国最大級クラスのイチョウ

所　在 名　称 幹　周

深　浦　町 北金ヶ沢のイチョウ 2,200cm

青　森　市 宮 田 の イ チ ョ ウ 1,470cm

十 和 田 市 法 量 の イ チ ョ ウ 1,450cm

おいらせ町 根 岸 の イ チ ョ ウ 1,410cm

七　戸　町 子 安 イ チ ョ ウ 1,290cm

深　浦　町 石動の夫婦イチョウ 1,200cm

※環境省報告書（H13）
数値は、このマップとは一致していません。

縮尺　1：31,400

夫婦イチョウ
■樹種　イチョウ科イチョウ属
　　　　イチョウ 
■樹齢　推定600年 
■樹高　約26m
■幹周　1,200cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字
　　　　　岩坂 
■所有者　個人　 
◎町指定天然記念物
　　　　　H 7. 11. 28指定

陸奥柳田駅

日本海

至北金ヶ沢

現地

いちょう（宮田の大イチョウ）
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ　２本
■樹齢　推定800年 　■樹高　約21～28．5m
■幹周　1,190～1,470cm 
■所在地　青森市大字宮田字山下 
■所有者　宮田町会 
◎市指定天然記念物　S 37. 10. 26指定 
◇　いつ頃植えられたかは不明だが、菅江真澄の
「すみかの山」寛永八年四月二十日の頃に記述
されている銀杏は、この木であるといわれる。
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関の甕(亀)杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定1,000年
■樹高　約32.5m　■幹周　860cm（双幹） 
■所在地　深浦町大字関字栃沢 　 
■所有者　深浦町　　　 
◎県指定天然記念物　　S30. 1. 7指定 
◇　甕の形をしているので「甕杉」であるという
説や、神杉が「甕杉」「亀杉」に転化したという説
などがある。 

　　周囲に供養塔があり霊場の杉として敬われ
てきた。
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至
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JR五能線

日本海

北金ヶ沢駅

現地

妙堂崎のモミの木（トドロッポ）
■樹種　マツ科モミ属モミ　■樹齢　推定400年
■樹高　約25.5m　　■幹周　601cm 
■所在地　鶴田町大字妙堂崎字掛元12 
■所有者　個人 
◎県指定天然記念物　S59. 4. 19指定 
◇　アイヌ語でトドマツをさすトドロップから、
トドマツに似ているモミがこう呼ばれたとも
言われる。 

　　樹の大きさから、津軽藩が木造新田の開拓に
本腰を入れた元和から寛永年間に植えられた
といわれる。

旧妙堂崎小学校

現地
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鶴
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廻堰大溜池

日本最古のリンゴの木（3本）
■樹種　バラ科リンゴ属
　　　（ベニシボリ２本、イワイ１本）
■樹齢　130年
■樹高　約５～5.8m
■幹周　208～252cm 
■所在地　つがる市柏桑野木田
　　　　　千年226 　 
■所有者　個人 
◎県指定天然記念物
　　　　　S35. 11. 11指定 
◇　明治11年（1878）、古坂乙吉
氏が、県産りんごの先覚者で
ある弘前市菊地三郎氏から苗
木を入手し、接木で増やし
20a栽培していた中から３本
のみ残ったものである。

至鶴田町

柏中学校 最勝寺

浄円寺

現地
岩
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柏桑野木田

イチイ（無量庵のいちいの木）
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定 700年 
■樹高　約7.5m
■幹周　314cm 
■所在地　板柳町大字横沢字
　　　　　花岡81 
■所有者　無量庵 
◎県指定天然記念物
　　　　　S46. 9. 6指定 
◇　イチイのある場所は、鎌倉
～室町時代に活躍した藤崎安
藤氏のころから栄えた諏訪氏
の屋敷跡と伝えられる。 

　　現在、無量庵という庵寺の
墓地の中に立っている。板柳南小学校

板柳高校

国道339号線

板柳駅JR五能線

現地
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大杉（老杉）2本
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定1,000年
■樹高　約24～30.7m　■幹周　810～910cm 
■所在地　弘前市大字十腰内字猿沢78 
■所有者　巌鬼山神社 
◎県指定天然記念物　S31.  5. 14指定 
◇　現在、百沢にある岩木山神社は、寛治５年（1091）
にここから移転したと岩木山神社の縁起に載
っているが、それ以前からこの２本の杉は存在
していたといわれる。

至弘前市百沢
岩木山

現地
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線

至
弘
前
市
街

至鯵ヶ沢町長平

至鯵ヶ沢町北浮田
至鯵ヶ沢町建石

鬼沢のカシワ(鬼神腰掛柏)
■樹種　ブナ科コナラ属カシワ
■樹齢　推定700年 
■樹高　約13m
■幹周　369cm 
■所在地　弘前市大字鬼沢字
　　　　　猿沢151 
■所有者　鬼神社 
◎県指定天然記念物
　　　　　H10. 4. 22指定 
◇　昔、この木に腰掛けた鬼が、
水田を開墾した弥十郎という
農民から水利の悩みを聞き、
水を引いてくれたという伝説
がある。

鬼神社JA

りんご畑

至弘前市街

至鯵ヶ沢町

現地
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種
市

百沢街道及び高岡街道の松並木
■樹種　マツ科マツ属アカマツ　
■樹齢　推定150～300年　■樹高 記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　弘前市大字百沢・大字高岡ほか 
■所有者　青森県・弘前市 
◎県指定天然記念物　H11. 4. 21指定 
◇　かつて、現存位置から百沢方向にも松並木が
存在していたが、枯死や伐採により次第に姿を
消し、県や市の管理地を中心とした現在の区間
が残っている。
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新法師会館

至鯵ヶ沢町長平

アップルロード

百沢街道の松並木

高岡街道の松並木

至石川

高照
神社

天満宮のシダレザクラ
■樹種　バラ科サクラ属シダレザクラ　３本　 
■樹齢　推定500年 
■樹高　約7.9m　■幹周　175～260cm 
■所在地　弘前市西茂森1-1-29　　 
■所有者　天満宮 
◎県指定天然記念物　H10. 4. 22指定 
◇　ここは、修験道の寺院「大行院」があった場所
で、修験者たちがシダレザクラを手厚く保護し
ていたものといわれる。

長勝寺

弘前城

観光会館

藤田記念庭園

天満宮

城西大橋

弘前市役所

東奥日報

現地

向外瀬のモクゲンジ（センダンバノボダイジュ)
■樹種　ムクロジ科モクゲンジ属モクゲンジ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約９m
■幹周　330cm 　■所在地　弘前市向外瀬4-10 
■所有者　個人　 
◎県指定天然記念物　H 9. 5. 14指定 
◇　菩提樹とは別の樹木であるが、硬い種子が数
珠に利用され、寺院に良く植えられること、葉
がセンダンという植物に似ることから、「セン
ダン葉の菩提樹」と呼ばれる。
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妙経寺のカヤの木
■樹種　イチイ科カヤ属カヤ　■樹齢　推定700年
■樹高　約18.5m　■幹周　485cm 
■所在地　黒石市大字京町字寺町12 
■所有者　妙経寺 
◎県指定天然記念物　S63. 10. 25指定 
◇　承応元年（1652）の妙経寺創建の370年前から、
現在地にあり、順調に生育してきたと伝えられ
る。 

　　自然分布の北限宮城県より相当北に位置する。
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黒石市役所

黒石駅

妙経寺

現地

磯松の一本松
■樹種　マツ科マツ属クロマツ
■樹齢　不明 
■樹高　記録無し　■幹周　記録無し 
■所在地　五所川原市磯松磯野268-1 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　H 13. 3. 2指定

鶴野宮

至相内

磯松山山の井
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般若寺イチョウ
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定300年 
■樹高　約30m　　■幹周　530cm 
■所在地　北津軽郡中泊町大字富野字千歳66 
■所有者　般若寺 
◎町指定天然記念物　H 7. 4. 27指定 
◇　津軽藩による新田開発事業に伴い、岩木川の
治水工事（土堤構築）が実施され、その完成を記
念して、藩主自ら植えたものと伝えられる。
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岩
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般若寺

現地

欅
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ 
■樹齢　推定300年以上 
■樹高　記録無し　■幹周　記録無し 
■所在地　つがる市稲垣町下繁田磯繁11-9 　 
■所有者　宗教法人要法寺 
◎町指定天然記念物　H 5. 3. 10指定

至車力

下繁田小学校

要法寺 現地

岩木川
五所川原・車力線

一本タモ
■樹種　モクセイ科ヤチダモ属ヤチダモ 
■樹齢　推定1,000年 
■樹高　約14.5m　■幹周　760cm 
■所在地　つがる市稲垣町豊川千代島107-18 
■所有者　東北地方整備局 
◎市指定天然記念物　S 56. 9. 30指定 
◇　約370年前（津軽第二代藩主信牧公時代）津軽
平野北部の当地方に初めて開拓の手が入った頃、
荒野の中に既に聳えていたと伝えられている。

至車力
五所川原・車力線

稲垣町豊川

現地

北金ヶ沢のイチョウ（垂乳の公孫樹）
■樹　種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹　齢　推定1,300年 
■樹　高　約37m 
■幹　周　2,625cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字北金ヶ沢字塩見形　 
■所有者　東北財務局 
◎国指定文化財（天然記念物）　Ｈ16. 9. 30指定 
 
◇　日本最大のイチョウで、樹木全体でも国内で４番目の
大きさの巨樹である。 
　　多数の気根が垂れ下がり、地面に着いたものは、幹の
一部となっており、１本の木でありながら森に見えるほ
どの偉容である。 
　　昭和30年に県指定文化財となり、平成16年に国の指定
となった。

北金ヶ沢漁港

国道101号線

JR五能線
北金ヶ沢駅

至千畳敷

現地
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銀杏木（子安イチョウ）
■樹種　イチョウ科イチョウ属
　　　　イチョウ 
■樹齢　推定735年 
■樹高　約23m
■幹周　1,260cm 
■所在地　上北郡七戸町字銀杏
　　　　　木五奄河原 
■所有者　銀杏木町内会 
◎県指定天然記念物
　　　　　S 31. 5. 14指定 
◇　この木は、その昔、松島瑞巌
寺の前身である円福寺を開山
した名僧法身国師が、栄達を
嫌って移り住み、草庵の門前
に植えたといわれる。至七戸道の駅

至東八甲田家族旅行村

現地

根岸の大いちょう
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定1,100年 　■樹高　約29m
■幹周　1,683m 
■所在地　おいらせ町東下谷地9 
■所有者　個人　 
◎県指定天然記念物　H 6. 4. 25指定 
◇　慈覚大師の奥州行脚の際に、まどろむ内に、
イチョウの杖から根が生えた木との伝承がある。

　　全国最大級クラス（幹周12ｍ以上）の１本で
ある。
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燈明杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定700年
■樹高　約33m　■幹周　710cm 
■所在地　弘前市大字大沢字堂ヶ平 
■所有者　大沢町会 
◎県指定天然記念物　H 5. 4. 16指定 
◇　燈明杉の名は、修験者が杉の前で祈ると、天
からこの木に「燈明」が降りて光を放つという
現象が、毎年ほぼ同じ時期に見られたという伝
承による。
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大沢

津軽大沢駅

桂清水

県道石川土手町線

現地

モミの木
■樹種　マツ科モミ属モミ　■樹齢　推定600年
■樹高　約24m　■幹周　480cm（双幹） 
■所在地　十和田市大字沢田字水尻山12-1 
■所有者　個人　　 
◎県指定天然記念物　S 47.12. 6 
◇　安土桃山時代の天正年間（1573～1591）に沢
田村を治めていた、沢田左衛門定基の館跡の小
高い丘の上に立っている。

国道102号線
至奥入瀬
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現地
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クヌギ
■樹種　ブナ科クヌギ属クヌギ
■樹齢　推定600年 　■樹高　約25m
■幹周　378cm 
■所在地　十和田市大字沢田字野倉沢86 
■所有者　個人　 
◎県指定天然記念物　S47.12. 6指定 
◇　安土桃山時代の天正年間（1573～1591）に沢
田村を治めた、沢田左衛門定基の館跡に立って
いる。 

　　本県には自生しない樹種で、貴重な古木であ
る。

国道102号線

至奥入瀬ろまんパーク 至十和田市街

県道166号線
現地

広域

農
道

わむら（上村）のカシワ
■樹種　ブナ科コナラ属カシワ
■樹齢　推定750年 　■樹高　約21.5m
■幹周　525cm 
■所在地　五戸町大字倉石中市字中市62-7 
■所有者　五戸町 
◎県指定天然記念物　H 8. 5. 22指定 
◇　古くは、「上村（わむら）」とか「東のだんな」と
いわれた中市の支配者の所有であり、江戸時代
には南部藩直命の山奉行圓子氏に所有され保
護されてきた木である。
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国道４号線

五戸町役場
倉石支所

旧圓子家住宅

現地

うつぎ
■樹種　ユキノシタ科ウツギ属ウツギ
■樹齢　不詳　■樹高　約７m
■幹周　153cm 
■所在地　三戸郡階上町大字赤保内字赤保内5 
■所有者　個人　　 
◎県指定天然記念物　S 31. 5. 14 
◇　蛭子氏の先祖が庭の垣根に植えたと伝わる。 
　　主幹があった周辺から７本の支幹が出ている。

は
し
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階上中学校

至八戸

国道45号線

階上町役場現地
太
平
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茨島のトチノキ
■樹種　トチノキ科トチノキ属トチノキ 
■樹齢　推定800年 
■樹高　約28.5m　■幹周　698cm 
■所在地　三戸郡階上町大字赤保内字茨島２　 
■所有者　個人　 
◎県指定天然記念物　S 30. 1. 7指定 
◇　茨島家の先祖がこの地に落ち着いた頃、宅地
の隅にあったイチョウが枯死し、その後病人が
続いたため識者に聞いたところ、実のなる木を
植えるようにとのことであったので、京都から
苗木を持参して植えたと伝えられる。

は
し
か
み

階上中学校

至八戸

国道45号線

階上町役場

現地

太
平
洋

カヤの木
■樹種　イチイ科カヤ属カヤ　■樹齢　推定500年
■樹高　約18m　■幹周　360cm 
■所在地　八戸市南郷区大字島守字門前27 
■所有者　高松寺 
◎県指定天然記念物　S 42. 1. 11指定 
◇　治承元年（1177）小松内大臣平重盛が、京都か
らこの地に来て庵を建て手植えしたと伝えら
れる。

　　所在地の高松寺は宝徳元年（1449）の創建と
いう。

名川・階上線 現地

鳩田小学校

八戸市
南郷区役所

南
郷
高
校

龍
興
山
神
社

高
松
寺

朝もやの館

南郷I.C

国道
340
号線

法光寺周辺

①　爺杉
■樹種　スギ科スギ属スギ 　■樹齢　推定1,000年
■樹高　約33.5m　　■幹周　765cm 
■所在地　三戸郡南部町大字法光寺字法光寺20-2 
■所有者　法光寺 
◎県指定天然記念物　S 33. 1. 22 
◇　法光寺開山以前に植えられたとされる。 
　　かつては、婆杉といわれる大杉もあったが、
焼失または老朽のために伐採されたといわれ
今は無い。

②　法光寺参道松並木（19本）
■樹種　マツ科マツ属アカマツ
■樹齢 推定600年　■樹高　 約20m
■幹周　300cm 
■所在地　三戸郡南部町大字法光寺字法光寺20-4 
■所有者　法光寺 
◎県指定天然記念物　S 33. 1. 22 
◇　延宝４年（1676）に12代住職や修行僧らが、
般若心経を唱えながら１本、１本手植えしたも
のといわれ、427本を植えたとされるが、現存す
るのは19本である。

名
久
井
公
園
線現地

じいすぎ

国道
４号
線

上名久井・三戸線

すわのたい

馬淵
川

至
名
川
町

天狗杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定500年
■樹高　約30.5m　　■幹周　460cm 
■所在地　三戸郡南部町大字大向字長谷94-5 
■所有者　恵光院 
◎県指定天然記念物　S 33. 1. 22指定 
◇　枝葉が団球状になって天狗の頭に似ている
とか、天狗が座ると言われることから天狗杉と
呼ばれる。 

　　現在の杉は二代目で、初代を伐ったら間もな
く先代と変わらない天狗杉が生えたと伝えら
れる。

至
名
川
町

恵光院

馬淵川

国道４号線

現地

南部町役場
すわのたいら

さん
のへ

桑の木
■樹種　クワ科クワ属ヤマグワ
■樹齢　推定120年 　■樹高　約13.5m
■幹周　348cm 
■所在地　三戸郡三戸町大字六日町29 
■所有者　個人 
◎県指定天然記念物　S 31. 5. 14指定 
◇　明治７年（1874）に福島県で仕立てた苗木を、
明治９年に現在地に植えたものと伝えられる。

　　通常クワの寿命は30～40年であり、貴重な古
木である。

馬
淵
川

至
名
川
町

至盛岡

三戸町
役場

三戸高
国道
４号
線

現地

さ
ん
の
へ

関根の松
■樹種　マツ科マツ属アカマツ
■樹齢　推定370年 
■樹高　約７m
■幹周　272cm 
■所在地　三戸郡三戸町大字
　　　　　川守田字関根4-1 
■所有者　三戸町 
◎県指定天然記念物
　　　　　S 47. 3. 15指定 
◇　南部藩御野馬別当一戸五右
衛門の屋敷跡であり、このマ
ツは、慶長年間（1596～1615）
に三戸に引っ越した五右衛門
の祖先が藩主から賜った盆栽
松だったという。馬

淵
川

至
名
川
町

さ
ん
の
へ

至盛岡

三戸町
役場

三戸高
国道
４号
線

現地

銀杏
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定300年以上 　■樹高　記録無し 
■幹周　記録無し 
■所在地　つがる市稲垣町豊川初瀬33 　 
■所有者　春日神社 
◎市指定天然記念物　H 6. 12. 16指定

五
所
川
原
・
車
力
線

至車力

春日神社

岩木川

現地

尊殿堂「三本藤」
■樹種　マメ科フジ属フジ 
■樹齢　推定425年 
■樹高　約10m 
■幹周　200cm 
■所在地　つがる市森田町上相
　　　　　野若鷺70 
■所有者　森田町栄田自治会 
◎市指定天然記念物
　　　　　S 53. 12. 18指定 
◇　津軽為信が、倒れた愛馬を
弔うために藤の鞭を地面に立
てたところ根付いたとの伝承
がある。

至木造

森田町上相野

柏 広須

吉田川現地

弘
前
・
柏
線

木造千代町付近

■樹種　マツ科マツ属クロマツ
■樹齢　推定310年 
■樹高　約13.5m
■幹周　245cm 
■所在地　つがる市木造千代町
　　　　　101-3 
■所有者　つがる市 
◎市指定天然記念物
　　　　　S 60. 4. 4指定 
◇　津軽四代藩主信政公が、貞
享元年（1684）木造代官所内
に御仮屋を建築し、その落成
を記念したお手植えの松であ
ると伝えられる。

現地

■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定310年 
■樹高　約22m　■幹周　660cm 
■所在地　つがる市木造千代町99-1 
■所有者　つがる市 
◎市指定天然記念物　S 60. 4. 4指定 
◇　千代の松と同じく、御仮屋落成記念の信正公
お手植えの木と伝えられる。

①　千代の松

②　公孫樹

きづくり

国道101号線

木造高校

1

2

つがる市役所

JR五能線
至
鰺
ヶ
沢
町

一般県道、主な連絡道

鉄道

主要地方道

一般国道

自動車専用道路

高速道路

国指定天然記念物

県指定天然記念物

市町村指定天然記念物

全国最大級クラスの樹

連絡先
　◇このマップについてのお問い合わせ先 
　　青森県農林水産部林政課　　TEL：017－734－9513　　FAX：017－734－8145 
 
　◇文化財（天然記念物）についてのお問い合わせ先 
　　各文化財所在地の市町村教育委員会文化財担当課 
　　　又は 
　　青森県教育庁文化財保護課　TEL：017－734－9920　　FAX：017－734－8280

凡　　例

法量のイチョウ
■樹　種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹　齢　推定1,100年 
■樹　高　約30m 
■幹　周　1,450cm 
■所在地　十和田市大字法量字銀杏木 
■所有者　十和田市 
◎国指定文化財（天然記念物）　Ｔ15. 10. 20指定 
 
◇　環境省による平成11・12年度の巨樹巨木フォローアッ
プ調査で日本第５位のイチョウとされている巨樹である。
　　 地上７ｍくらいのところから６本の幹に分かれており、
多数の気根が垂れ下がっている。 
　　 善正寺跡といわれる場所に所在し、十和田湖伝説に登
場する南祖坊手植えの伝承がある。

←焼山 奥入瀬小→

国道102号線

渕沢川現地

巨樹・古木とは？
～巨樹、古木についての明確な定義はありませんが、このマップでは、これらの用語をつぎの定義で使用しています。

巨　樹：環境省が、昭和63年度と平成11、12年度に実施した自然環境保全基礎調査における巨樹・
巨木林調査で使用した「地上 1.3 ｍの高さでの幹周りが 3 ｍ以上」という基準を満たす樹木。

古　木：樹齢おおむね100年以上の樹木。

樹齢、樹高、幹周りの数値について
～このマップでのこれらの数値は、つぎの理由によりいずれも参考値です。

樹　　　　齢：巨樹・古木の樹齢を伐採しないで測定することは困難で、植栽年が判明している少
数を除き推定値となります。
また、推定の根拠も伝承から専門家による判定まで多種で、精度に開きがあります。

樹高、幹周り：測定年月日や測定者が記録されていない場合も多く、樹木の成長等による変化もあ
るので、数値が現状と合致しないことがあります。

※これら数値の出典については、マップの下部に記載しております。



黒松
■樹種　マツ科マツ属クロマツ 
■樹齢　推定400年 　■樹高　約20.5m 
■幹周　485cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字建石町鬼神社
　　　　　境内地 
■所有者　鬼神社氏子中 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定 
◇　鬼神社建立を記念して植えられたと伝えら
れている。

至
鰺
ヶ
沢

鳴
沢
川

鬼神社

JR五能線 至越水

至森田

鳴沢小学校
弘前・鰺ヶ沢線

現地

黒松（1本）、せん（2本）
■樹種　マツ科マツ属クロマツ、 
　　　　ウコギ科ハリギリ属ハリギリ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約27～34m
■幹周　510～650cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字建石町字餅ノ
　　　　　沢（石神神社） 
■所有者　建石町内会長 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

9

至
鰺
ヶ
沢

石神神社

建石小学校

弘前・鰺ヶ沢線

至森田

現地

餠ヶ沢溜池

雲雀野
溜池

しな
■樹種　シナノキ科シナノキ属シナノキ 
■樹齢　推定200年 
■樹高　約18.5m 
■幹周　325cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字南浮田町（高倉神社）
■所有者　南浮田町内会
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

国道101号線

高倉神社
至弘前

至つがる市

至鳴沢弘
前
岳
・
鰺
ヶ
沢
線 現地

JR五能線

鳴
沢
川

黒松
■樹種　マツ科マツ属クロマツ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約6.5m
■幹周　190cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字新町
　　　　　（願行寺墓地） 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

至
つ
が
る
市

至
深
浦

国道
101号

線

永昌寺 来生寺

法王寺

願行寺

現地

日本海

いちょう
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定400年　■樹高　約18.5m
■幹周　427cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字釣町（来生寺） 
■所有者　来生寺 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

至
つ
が
る
市至

深
浦

永昌寺 来生寺

法王寺

現地

日本海

国道
101
号線

杉（2本）
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定600年
■樹高　約31～32m　■幹周　815～852cm
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字中村町字中山
　　　　　ノ井（久須志神社） 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定 
◇　室町時代に植えられたと伝えられる。

JR五能線

久須志神社

現地
至つがる市

至深浦

中村川

鰺ヶ沢駅

国
道
101
号
線

黒松・けやき
■樹種　マツ科マツ属クロマツ、
　　　　ニレ科ケヤキ属ケヤキ　
■樹齢　推定300年　■樹高　約10.5～24.5m 
■幹周　190～640cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字赤石町字宇名
　　　　　原111-1（松源寺） 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

至
鰺
ヶ
沢

至
深
浦

国道101号線

松源寺

日本海

陸奥赤石駅

現地

JR五能線

いちょう
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ
■樹齢　推定300年　■樹高　約22m
■幹周　800cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字日照田町（高倉神社）
■所有者　日照田町内会 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定 
◇　乳状の気根が数条垂れていて神木として知
られる。 

　　この神社の観音様は、田植えや稲刈りを手伝
う気さくな観音様であるとの言い伝えがある。

JR五能線 松代・陸奥赤石（停）線

日本海

高倉神社

現地

陸奥赤石駅

赤石川

一位（オンコの木）
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定400年 
■樹高　約10m
■幹周　320cm 
■所在地　西津軽郡鰺沢町大字
　　　　　芦萢町字下菖蒲沢31 
■所有者　個人 　 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 62. 8. 20指定

滝渕発電所

浜横沢町

中村川現地

至
中
村

一位
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定350年　■樹高　約4.5m
■幹周　230cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字深谷町字細ケ
　　　　　平22-2 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

赤
石
川

南金沢小学校

深谷町

種里城跡

至赤石

現地

杉（6本）
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定380年
■樹高　約36.5～38.5m　■幹周　305～595cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字種里町字有原
　　　　　（種里八幡宮） 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

赤
石
川

種里八幡宮

種里城跡

至赤石

南金沢小学校

現地

杉（8本）、松（3本）
■樹種　スギ科スギ属スギ、マツ科マツ属アカマツ
■樹齢　推定350年　■樹高　約20～39.5m
■幹周　380～680cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字種里町種里城跡
　　　　　（御廟所） 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

赤
石
川種里八幡宮

種里城跡

至赤石

南金沢小学校

現地

さいかち
■樹種　マメ科サイカチ属サイカチ　 
■樹齢　推定120年　■樹高　約16m
■幹周　470cm 
■所在地　西津軽郡鰺ヶ沢町大字一ッ森町字上
　　　　　禿110 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 62. 8. 20指定

20

一ツ森

至赤石

赤石
川

種里城跡

現地

夫婦杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定300年
■樹高　約29.5m　■幹周　565cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字岩坂字長谷野 
■所有者　磐境神社 
◎町指定天然記念物　H 7. 11. 28指定 
◇　二本のスギが夫婦のように並んでいること
から夫婦杉と呼ばれている。 

　　元禄12年（1699）現在地に移社した際植栽と
伝わる。

日本海

陸奥柳田駅

現地 国
道
101
号
線

Ｊ
Ｒ
五
能
線

至北金ヶ沢

大童川

関のタブノキ
■樹種　クスノキ科タブノキ属
　　　　タブノキ 
■樹齢　推定200年 
■樹高　約10m
■幹周　325cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字
　　　　　関字栃沢 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 49. 8. 16指定 
◇　タブノキは、暖地系の常緑
高木で、自然分布は関東以西
である。 

　　この木は植栽木だが、最北
限に所在する。

至鰺ヶ沢
至秋田

国道101号線
北金ヶ沢駅

修道小学校
日本海

JR五能線

現地

春日神社のケヤキ
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約34.5m
■幹周　820cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字北金ヶ沢字塩見形 
■所有者　春日神社 
◎町指定天然記念物　S 49. 8. 16指定

北金ヶ沢漁港

国道101号線

JR五能線
北金ヶ沢駅

至千畳敷

春
日
神
社現地

円覚寺の竜灯杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定300年
■樹高　約39.5m　■幹周　1,045cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字深浦字浜町 
■所有者　円覚寺 
◎町指定天然記念物　H 5. 12. 24指定 
◇　昔、深浦沖で大時化に会った船乗りが、髷を
切って祈ると、この杉の梢から光明が放たれ、
それを頼りに危機を脱することが出来たと伝
えられる。

至
鰺
ヶ
沢

至
岩
崎 国道101号線

JR五能線

日本海

深浦町役場

深浦駅

円覚寺

現地

入前崎集魚林
■樹種　マツ科マツ属クロマツ
■樹齢　110年 
■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　西津軽郡深浦町大字
　　　　　深浦字岡崎 
■所有者　深浦町 
◎町指定天然記念物
　　　　　H 5. 11. 25指定 
◇　明治29年（1896）県下に先
駆けて創立した深浦水産補習
学校が植物性プランクトンの
増殖を図る目的で植栽したも
の。国道101号線

JR五能線

日本海

現地 至
深
浦

至
横
磯

横磯のエノキ
■樹種　ニレ科エノキ属エノキ
■樹齢　推定200年 
■樹高　約８m
■幹周　325cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字
　　　　　横磯字下岡崎 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 49. 8. 16指定 
◇　北方系のエゾエノキと違い、
気候の温暖な地方の木である
が、この地域は暖流が岸近く
を流れているため、北国には
珍しい樹木が豊富であるとい
われる。

JR五能線

国道101号線

日本海

横磯駅
現地至

能
代

至
深
浦

タブの木
■樹種　クスノキ科タブノキ属
　　　　タブノキ　 
■樹齢　不明 
■樹高　約12m
■幹周　206cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字
　　　　　岩崎（岩崎武甕槌神
　　　　　社境内） 
■所有者　岩崎武甕槌神社 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 51. 12. 24指定

深浦町役場
岩崎支所

日本海

むついわさきむつさわべ

至秋田

至鰺ヶ沢
現地

武壅槌神社

JR五能線

国道101号線

カラスザンショウの林
■樹種　ミカン科イヌザンショ
　　　ウ属カラスザンショウ

■樹齢　不明
■樹高　約19m　
■幹周　125cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字
　　　　　松神 
■所有者　松神地区 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 51. 12. 24指定

国道101号線

日本海

松神駅JR五能線

現地
至
秋
田

至
深
浦

小峰沢川

モクゲンジの林
■樹種　ムクロジ科モクゲンジ
　　　　属モクゲンジ 
■樹齢　不明 
■樹高　約11m
■幹周　120cm 
■所在地　西津軽郡深浦町大字
　　　　　大間越 
■所有者　大間越地区 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 51. 12. 24指定

30

日本海

木蓮寺

JR五能線

国道101号線
現地 入

良
川

至
深
浦

至
秋
田

サワラとイチイ
■樹種　ヒノキ科ヒノキ属サワラ、 
　　　　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定350年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　北津軽郡板柳町大字石野字宮本31-1 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　H 5. 2. 19指定 
◇　須郷家の先祖が、県西部の海岸、須郷崎から
板柳町に移り住んだ際（1650年代）に持参した
記念樹であると伝えられる。

板柳北小学校

石野
掛落林

至鶴泊

至板柳

国道339号線 現地

Ｊ
Ｒ
五
能
線

いちいの木
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　不明　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　南津軽郡藤崎町大字徳下字宮本4-1 
■所有者　徳下八幡宮　 
◎町指定天然記念物　H 6. 11. 24指定 
◇　昭和の初め頃の調査では、樹齢500年以上と
推定され、八幡宮とともに住民にあがめられて
きた、旧常盤村地区で最も古い木である。

北常盤駅

八幡宮

明徳中浪
岡
・
藤
崎
線

現地

エゾエノキ大樹
■樹種　ニレ科エノキ属エゾエノキ 
■樹齢　推定450年　■樹高　約17m
■幹周　510cm 
■所在地　南津軽郡田舎館村大字川部字下川原55
■所有者　川部熊野宮神社 
◎村指定天然記念物　S 54. 6. 22指定 
◇　昔、合戦の時に、川上からヒカリモノを流す
神助により勝利させてくれたとか、乗馬のまま
お堂の前を通ると落馬するという伝承がある。

JR五能線

JR奥羽本線

川部駅

西小
浅瀬石川

熊野宮
現地

サイカチ大樹
■樹種　マメ科サイカチ属サイカチ 
■樹齢　推定400年 
■樹高　約17m　■幹周　430cm 
■所在地　南津軽郡田舎館村大字田舎館字中辻160
■所有者　田舎館村 
◎村指定天然記念物　S 53. 3. 1指定 
◇　天正十三年（1585）の津軽為信との戦いにお
ける戦死者の供養樹、津軽二代藩主信牧公の奨
励による植樹等の伝承がある。再勝に通じるこ
とから縁起樹。

国道
102
号線

田舎館村役場

JA

現地

革秀寺のサルスベリ
■樹種　ミソハギ科サルスベリ属サルスベリ 
■樹齢　推定350年　■樹高　約５m
■幹周　204cm 
■所在地　弘前市藤代一丁目4-1（革秀寺） 
■所有者　革秀寺 
◎市指定天然記念物　H 8. 2. 27指定 
◇　革秀寺の西側に岩木山を借景とした庭園が
造られた際の津軽二代藩主信牧公お手植えで
あるとの伝承がある。当時は全国的に珍しい木
であったといわれる。

弘
前
公
園

弘前市役所
至西目屋村

革秀寺

岩木高校

至岩木山

JA

岩木
川現地

石割ナラ及びハリギリ
■樹種　ブナ科コナラ属コナラ、
　　　　ウコギ科ハリギリ属ハリギリ 
■樹齢　コナラ推定250年、ハリギリ推定100年 
■樹高　コナラ約16m、ハリギリ約16m
■幹周　コナラ290cm、ハリギリ80cm 
■所在地　弘前市大字八幡字長沢
■所有者　八幡町会 
◎市指定天然記念物　H 10. 11. 5指定 
◇　コナラは巨大な岩の割れ目に芽を出したも
ので、県内でもこのような例はいくつか確認さ
れるが、珍奇な形状をしているので大切にされ
ている。

荒神山 至高杉

至弘前市街
五代温泉

弘前市岩木庁舎

至弘前市樋の口

至岩木山

現地

コブシ
■樹種　モクレン科モクレン属コブシ
■樹齢　不明　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　弘前市大字新法師字向野 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　H 10. 11. 5指定 
◇　享徳二年（1453）安藤義季公が高館城で破れ、
逃亡の途中この地で自害した際、携えていた鞭
が芽生えたものとの伝承がある。

りんご畑百沢街道

至石川アップルロード

至鯵ヶ沢町
岩木山環状線

新法師会館
至
岩
木
山
神
社

至
弘
前
市
街

現地

サルスベリ
■樹種　ミソハギ科サルスベリ
　　　　属サルスベリ 
■樹齢　推定300年 
■樹高　約9.5ｍ
■幹周　130cm 
■所在地　黒石市大字京町字寺
　　　　　町15 
■所有者　感随寺 
◎市指定天然記念物
　　　　　H 12. 12. 6指定 
◇　日本には、江戸時代に渡来
した樹種である。

黒石市役所

黒石駅 県
道
大
鰐
・
浪
岡
線

現地

感随寺

黒石署

孔雀かしわ
■樹種　ブナ科コナラ属カシワ
■樹齢　不明　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　平川市猿賀石村175 
■所有者　猿賀神社 
◎市指定天然記念物　S 49. 11. 26指定
◇　生きた根が一本、生きた枝が２本の状態で、
枯れてきており重篤な状態である。 

　　樹木医の治療を受けているので経過を見守
りたい。

国道
101号

線

猿賀
神社

盛美園
猿賀公園

現地

中野神社付近

■樹種　カエデ科カエデ属タカオモミジ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約10.7m
■幹周　511cm 
◇　1802年中野川の滝に魅せられた九代藩主津
軽寧親公が、京都からカエデの苗木を約百本取
り寄せ、３本をお手植えされたものと伝えられ
る。

■所在地　黒石市大字南中野字不動館 
■所有者　中野神社 
◎市指定天然記念物　S 58. 2. 1指定

浅瀬石川

オレンジ
ハート

やすらぎの
駐車帯

国道102号線

国道394号線

至弘前 至十和田湖

至城ヶ倉

中野神社

①　中野のモミジ（３本）

■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定700年
■樹高　約37.5m　■幹周　643cm
◇　中野神社の社殿前に１本、社殿から展望所に
上がる階段の途中に１本、社殿西側の山腹に１
本、計３本の大杉が生育している。

②　大杉（３本）

■樹種　マツ科モミ属モミ 
■樹齢　推定200～299年
■樹高　約32.4～40m　■幹周　373～429cm
◇　中野神社の随身門前に対植されている。
　　元来短命（100～150年）な樹腫のため、全国
的にも巨木は少ないといわれる。

③　モミの木（２本）

中
野
川

1

3
3温湯トンネル
2

2

2

現地

袋のイチョウ
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定400～500年　■樹高　約22m
■幹周　540cm 
■所在地　黒石市大字袋字富山 
■所有者　白山姫神社 
◎市指定天然記念物　S 63. 3. 4指定 
◇　大永年間1520年代（室町後期）に大風で神木
が倒れ、社殿も壊れた際に、当時の別当職がイ
チョウを植えたと伝えられる。

至落合温泉

至十和田湖
至城ヶ倉

国道102号線

温湯トンネル

津軽こけし館

津軽伝統工芸館

浅瀬石川

現地白山姫神社

石割楓
■樹種　カエデ科カエデ属オニイタヤ 
■樹齢　推定400～500年 
■樹高　約11.8m　■幹周　610cm 
■所在地　黒石市大字温湯字鶴泉 
■所有者　薬師寺 
◎市指定天然記念物　S 58. 2. 1指定 
◇　境内南側の大きな岩を割って生えており、風
貌が盛岡市の石割桜に似るので「石割楓」と呼
ばれる。 

　　元禄四年（1671）の薬師寺開基前から有った
という。

国道102号線
温湯トンネル

温湯薬師寺

浅瀬石川

車は通れません

東英中学校
至弘前市

至
十
和
田
湖

現地

字観音堂付近

大鰐二小

大鰐町役場

国
道
７
号
線

大鰐温泉駅

大鰐駅

熊野神社

居土

現地

■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約35m 
■幹周　500cm

■所在地　南津軽郡大鰐町大字居土字
　　　　　観音堂1 
■所有者　居土区会 
◎町指定天然記念物　S 63. 9. 29指定

①　いちょう

■樹種　カツラ科カツラ属カツラ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約35m 
■幹周　560cm　 
◇　熊野神社境内に居土観音堂があり、この堂は、
元和六年（1620）建立と伝えられる。 

　　同堂は津軽三十三観音の第三十一番目である。

②　かつら

1
2

高照神社境内

■樹種　バラ科サクラ属イトザクラ 
■樹齢　推定350年 
■樹高　約16m　■幹周　275cm 
◇　津軽信正公が大星神社（青森市）再建記念に、
数百本のシダレザクラを植えた際に高照神社
に持ち込まれたものといわれる。

■所在地　弘前市大字高岡神馬野
　　　　　（高照神社境内） 
■所有者　高照神社 
◎市指定天然記念物　H 10. 11. 5指定

至岩木山神社

至石川

アップルロード

岩木山環状線

至長平

至弘前市街

①　しだれざくら

■樹種　マツ科モミ属ウラジロモミ 
■樹齢　推定200年　■樹高　約22～25m
■幹周　295～320cm 
◇　津軽地方のモミの木は、弘前城跡や弘前市内
の主要な神社などに植えられているが、津軽藩
の九代、十代藩主時代に持ち込まれたといわれ
る。

②　ウラジロモミ２本

■樹種　ヒノキ科ヒノキ属サワラ 
■樹齢　推定300年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
◇　サワラは津軽地方では「地サワラ」と呼び、神
社や屋敷に植栽されている。 

　　津軽地方で数本が確認される貴重な木である。

③　サワラ

1

2

3

2

高照
神社

現地

五本杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定300年
■樹高　約35m　■幹周　618cm 
■所在地　弘前市大字百沢字寺沢27 
■所有者　岩木山神社 
◎市指定天然記念物　H 10. 11. 5指定 
◇　岩木山神社参道の土塁が築造されたとき植
栽されたといわれ、旧岩木町地区の最古木であ
った。 

　　１本の幹が途中で５本に分かれる珍しい樹
形である。

岩木山神社

至弘前市街至岳
œ

現地

社殿

カエデ
■樹種　カエデ科カエデ属イタヤカエデ　 
■樹齢　推定500年　■樹高　約18ｍ
■幹周　425cm 
■所在地　弘前市大字百沢字山田 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　H 10. 11. 5指定

岩木山
総合公園

岩木高原

現地

津軽カントリークラブ
百沢コース

高田家の糸ヒバ
■樹種　ヒノキ科ヒノキ属ヒヨクヒバ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約10.5m
■幹周　272cm 
■所在地　黒石市大字二双子字十川82 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　H 13. 12. 6指定 
◇　サワラの園芸品種である。 
　　枝が細長く、糸のようにのびて垂れ下がるの
でイトヒバとも呼ばれる。

大鰐・浪岡線

飛内
二双子

駐在所

小屋敷

運動公園

現地

村上家のイチイ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　不明 
■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　黒石市大字上十川字
　　　　　柳沢41 
■所有者　個人　 
◎市指定天然記念物
　　　　　H 2. 12. 6指定 
◇　村上家は浅瀬石城家老の子
孫で、慶長二年（1597）の浅瀬
石城落城後に現在地に移住し
た際、庭園を造りイチイを植
えたと伝えられている。

黒石市役所
黒石東小

黒石中

黒石署

現地

東
北
自
動
車
道

藤嶋の藤
■樹種　マメ科フジ属フジ
■樹齢　推定250年以上　■樹高　約15m
■幹周　150cm 
■所在地　東津軽郡外ヶ浜町三厩宇鉄藤嶋50 
■所有者　藤嶋自治会 
◎町指定天然記念物　S 60. 2. 1指定

至竜飛
豊川稲荷

藤島橋

算用師川橋
義経寺

外ヶ浜町三厩支所至今別

現地

三
厩
湾

国
道
339
号
線

県
道
281
号
線

ホウノキ
■樹種　モクレン科モクレン属ホウノキ
■樹齢　不明　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　東津軽郡今別町大字今別字今別18 
■所有者　今別八幡宮 
◎町指定天然記念物　H 2. 3. 30指定 
◇　ホウノキの古木は、県内では他にほとんど無
く、大きさからみても貴重な木である。

眺海の森林
ウッドパーク

津軽浜名駅津軽線

今別高

国道280号線（今別バイパス）

現地

至
外
ヶ
浜
町
平
舘

至
外
ヶ
浜
町
三
厩

国道280号線黒
崎
川

大銀杏の木（大開沢の大銀杏の木）
■樹種　イチョウ科イチョウ属
　　　　イチョウ 
■樹齢　推定400～500年 
■樹高　約15m
■幹周　675cm 
■所在地　東津軽郡今別町大字
　　　　　大川平字村元81 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 55. 2. 1指定 
◇　大開城址の東方、田の中に
ただ一本の大銀杏が孤立して
いる。 

　　大開城主の庭木であったと
伝えられる。

津軽浜名駅

今別駅
今別小至外ヶ浜町

　三厩

今別町
役場

現地
今
別
川

至
外
ヶ
浜
町
平
舘

今別中

国道280号線

平舘灯台付近

春日神社

平舘神社

野田バイパス

国道280号線

至田ノ沢

平舘灯台

現地

■樹種　マツ科マツ属クロマツ 
■樹齢　推定600年　■樹高　約18ｍ
■幹周　633cm 
◇　松前藩が参勤交代に利用した松前街道の松
並木の一本で、植栽は貞享年代（1684～1687）
とも宝永年代（1704～1710）ともいわれる。

■所在地　東津軽郡外ヶ浜町平舘田の
　　　　　沢67-1地先　 
■所有者　外ヶ浜町
◎町指定天然記念物　H 13. 8. 2指定　

①　長寿の松

■樹種　マツ科マツ属クロマツ、
　　　　マツ科マツ属アカマツ
■樹齢　クロマツ推定400年、
　　　　アカマツ推定300年 
■樹高　クロマツ約20ｍ、アカマツ約19.5ｍ 
■幹周　クロマツ477cm、アカマツ291cm 
◇　クロマツとアカマツが、まるで円満な夫婦の
ように寄り添って見えることから「夫婦松」と
呼ばれる。

②　夫婦松

1
2 寺

ノ
沢
川

玉松
■樹種　マツ科マツ属クロマツ
■樹齢　推定300年 
■樹高　約８m
■幹周　300cm 
■所在地　東津軽郡蓬田村大字
　　　　　蓬田字汐越1-3 
■所有者　蓬田村 
◎村指定天然記念物
　　　　　S 60. 5. 1指定 
◇　樹幹が途中から２本に分か
れて交差し、松が玉（円）を描
いていることから「玉松」と呼
ばれる。 

　　北前船の目標、松前候の休
息場所と伝えられる。

よもぎ温泉

瀬辺地駅

至青森市

国道280号線
（蓬田バイパス）

現地

国
道
280
号
線

陸
奥
湾

傘松
■樹種　マツ科マツ属クロマツ
■樹齢　推定300年 
■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　蓬田村大字中沢 
■所有者　中沢自治会 
◎村指定天然記念物
　　　　　S60. 5. 1指定 
◇　その樹形が、あたかも傘の
ようで枝がことごとく垂下し
大地に達している様子から「傘
松」と呼ばれる。 

　　付近の傘松仏苑の名はこの
松にちなんだものである。

さくらパーク

蓬田バイパス

四戸橋川長科川
国道280号線

蓬田駅

陸奥湾

蓬田村役場

中沢駅

現地

騨染神社

黒松（昇竜の松）
■樹種　マツ科マツ属クロマツ
■樹齢　定300年 
■樹高　約5.5m
■幹周　323cm 
■所在地　青森市大字六枚橋字
　　　　　不浪知1 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物 
　　　　S42. 6. 26指定 

◇　代々松前藩が参勤交代する
際の宿泊所を努めた赤平家が、
寛永十一年（1799）ごろ松前
藩主から黒松の盆栽を贈られ、
それを移植したものと伝えら
れる。

国道280号線

後潟漁港

左堰駅後潟駅

陸奥湾

六枚橋川

津軽線

現地

三内稲荷神社の杜
■樹種　マツ科マツ属クロマツ４本、イチョウ科イチョウ属
　　　　イチョウ１本、 ウコギ科ハリギリ属ハリギリ１本
■樹齢　推定200～300年　■樹高　約15～27m
■幹周　220～380cm 
■所在地　青森市大字三内字丸山37
■所有者　三内稲荷神社 
◎市町村指定天然記念物　S 52. 6. 29指定 
◇　延宝元年（1673）に、村中で神社を再建した記録が残る。 
　　この神社付近には、かつて豪族の館があったといわれ、
かなり昔から大規模な集落があったといわれる。

国
道
７
号
線

三内中
三内小三内西小

至新城
沖館
川

現地

西
滝
川コープ

三内稲荷神社

黒松（三誉の松）（3本）
■樹種　マツ科マツ属クロマツ
■樹齢　推定460年以上 
■樹高　約９m
■幹周　188～288cm 
■所在地　青森市合浦二丁目
　　　　　17地内 
■所有者　青森市 
◎市指定天然記念物
　　　　　H 16. 11. 17指定 
◇　根元から３本立ちになって
おり、三誉（みよ）の松と呼ば
れる、合浦公園のシンボルツ
リーである。 

　　江戸期に藩主自ら酒を捧げ
たとの伝承がある。

陸奥湾

浪打中

浪打小

至青森市内
明の星高
明の星短大

合浦公園現地

合浦局

至浅虫

至佃

至
八
重
田

至
合
浦

幸畑陸軍墓地の多行松
■樹種　マツ科マツ属タギョウショウ　　 
■樹齢　推定95年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　青森市大字幸畑字阿倍野 
■所有者　青森市 
◎市指定天然記念物　S 38. 7. 19指定 
◇　アカマツの園芸品種で、根元付近から多数の枝
が斜め上に伸び、丸みのある傘型の樹形を作る。 

　　この多行松は四国産といわれ、本県では珍しい。

青森環状バイパス

青森自動車道

現地
八甲田山
遭難資料館

幸畑橋

至浅虫至浪岡

至高田

至十和田湖

青森大学

幸畑小

至田代

国
道
103
号
線

楊子杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢 推定500年 
■樹高　約35m　　■幹周　652cm 
■所在地　青森市浪岡大字五本松字羽黒平1 
■所有者　加茂神社 
◎市指定天然記念物　H 10. 8. 7指定 
◇　醜い姫が小川で顔を洗ったところたちまち
美人になり、その際のお歯黒に使った楊子を刺
したのがこの杉になったとの伝承がある。小川
は美人川と呼ばれる。

現地
浪岡川

正平津川
至王余魚沢

東北自動車道

至浪岡I.C

至黒石I.C

至王余魚沢至浪岡

至浪岡

加茂神社

浪岡城跡

源常林の銀杏
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約15m
■幹周　680cm 
■所在地　青森市浪岡大字北中野字沢田107 
■所有者　青森市 
◎市指定天然記念物　S 55. 4. 28指定 
◇　この木は「天和の絵図」や菅江真澄の紀行文「す
みかの山」（寛永３年・1791）にも記載がある。 

　　津軽山唄の基になったと伝えられる。

現地
浪岡川

正平津川
至王余魚沢

東北自動車道

至浪岡I.C

至黒石I.C

至王余魚沢至浪岡

至浪岡

加茂神社

浪岡城跡

いたやかえで
■樹種　カエデ科カエデ属
　　　　イタヤカエデ 
■樹齢　推定300年 
■樹高　約11.5m
■幹周　394cm 
■所在地　青森市大字久栗坂字
　　　　　山辺170 
■所有者　青森市　 
◎市指定天然記念物
　　　　　H 3. 8. 12指定 
◇　久栗坂小学校敷地内にあり、
同校の校歌・文集の名にも登場、
創立百周年記念碑にも刻まれ
ている。 

　　この地域に古くから自生し
ていたものといわれる。

久栗坂小

青森敬仁会病院

国道４号線

東北本線

陸奥湾

現地

至
野
内

至
浅
虫

観音のオンコ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定300年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　東津軽郡平内町大字小湊字小湊171 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　H 9. 3. 1指定

小
湊
川

現地

国道４号線

平内町立病院

在宅介護
支援センター
「清風荘」

至内童子

交番
小湊橋

至野辺地至青森市

至小湊 至平内町
　役場

小湊駅付近

小湊橋

小湊郵便局

小湊中

小湊駅

小湊小

平内町役場

浄尊寺

■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ 
■樹齢　推定500年　■樹高　約20m
■幹周　750cm 
■所在地　東津軽郡平内町大字小湊字小湊77 
　　　　　（浄尊寺境内） 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　H 9. 3. 1指定　 
◇　このケヤキが立つ場所は、現在は浄尊寺の境
内となっているが、藩政時代は平内三千石の武
家屋敷であったといわれる。

①　ケヤキ（御家中の寺のケヤキ）

■樹種　マツ科マツ属クロマツ 
■樹齢　推定400年　■樹高　約19ｍ
■幹周　280cm 
■所在地　東津軽郡平内町大字小湊字小湊71 
■所有者　平内町 
◎町指定天然記念物　H 9. 3. 1指定 
◇　藩政時代の代官所があった旧小湊小学校跡
地に立っている。 

　　戦時中、軍用に伐採されそうになったという。

②　御家中のマツ

小
湊
川

1
2

至
野
辺
地

至
青
森
市

タタラの五本松
■樹種　マツ科マツ属アカマツ　 
■樹齢　推定100～110年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　東津軽郡平内町大字小湊字小湊63 
■所有者　平内町 
◎町指定天然記念物　H 9. 3. 1指定

陸
奥
湾

夏
泊
ほ
た
て
ラ
イ
ン

白
砂
漁
港

白砂川

至浅所

至夏泊崎

現地

オンコ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ　 
■樹齢　推定250年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　東津軽郡平内町大字東滝字滝48 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　H 9. 3. 1指定

陸
奥
湾

夏
泊
ほ
た
て
ラ
イ
ン

至夏泊崎

至浅所

白滝神社

弁天宮

安井崎

現地

東
滝
緑
地

銀杏木の大イチョウ
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定500年　■樹高　約17m
■幹周　940cm 
■所在地　むつ市川内町銀杏平54 
■所有者　銀杏木部落会 
◎市指定天然記念物　H 2. 3. 20指定 
◇　集落の起源と伝えられる下北随一のイチョウ。
　　旅僧の杖から生じた伝説のほか、元亀年間（1570
～1572）に金色のしめ縄がかかった伝説がある。

川
内
川

小
内
・
佐
井
線

陸奥湾

至佐井村

国道338号線
至むつ市

むつ市
川内庁舎

銀杏木
現地

千年桂
■樹種　カツラ科カツラ属カツラ
■樹齢　推定300年　■樹高　約25m
■幹周　580cm 
■所在地　下北郡東通村大字蒲野沢字鹿橋 
■所有者　鹿橋池野神社 
◎村指定天然記念物　H 7. 4. 10指定 
◇　この木に守られるように小さな鳥井があり、
石神様が祀られている。 

　　「お乳の神様」「子育ての神様」として信仰さ
れている。

至
尻
屋
岬至

む
つ
市

津軽海峡

むつ・
尻屋線

鹿橋

現地

桧木在八幡神社海浜殖生自然林
■樹種　ヒノキ科アスナロ属ヒノキアスナロ､ 
　　　　ブナ科コナラ属カシワ､
　　　　シナノキ科シナノキ属シナノキ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約23m
■幹周　330cm 
■所在地　上北郡横浜町字茅平1 
■所有者　横浜八幡神社 
◎町指定天然記念物　S 60. 3. 20指定 
◇　神社の発祥は天喜５年（1057）といわれ、西風
の強い当地での大樹は、古くから神霊の加護に
よるものとされ尊重されてきた。

道の駅

横浜町役場

陸奥横浜駅
国道278号線

現地
至
野
辺
地

至
む
つ

神明宮跡地大ケヤキ
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ
■樹齢　推定250～300年
■樹高　約12m
■幹周　400cm 
■所在地　上北郡横浜町字寺下
　　　　　35 
■所有者　横浜町 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 61. 8. 29指定 
◇　延宝八年（1680）横浜神明
宮勧請の折、境内に植栽され、
後永く御神木として住民の信
仰の対象になったと伝えられ
る。

道の駅

横浜町役場

陸奥横浜駅
国道278号線

現地
至
野
辺
地

至
む
つ

いちいの木
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約３m
■幹周　233cm 
■所在地　上北郡六ヶ所村大字泊字村ノ内118-2 
■所有者　大乗寺 
◎村指定天然記念物　S 49. 3. 29指定 
◇　イチイは別名「オンコの木」ともいわれる。 
　　大乗寺の境内に庭園樹として植えたものら
しい。

大乗寺

至泊小

至泊焼山現地

しなの木
■樹種　シナノキ科シナノキ属シナノキ 
■樹齢　推定90年　■樹高　約20m
■幹周　200cm 
■所在地　上北郡六ヶ所村大字倉内字笹崎1021 
■所有者　六ヶ所村 
◎村指定天然記念物　S 49. 3. 29指定 
◇　昭和28年、世界的キリスト教伝道師賀川豊彦
氏が同地を訪れ開拓農民を激励した際に、この
木に着目し、大切にするよう勧めたといわれる。

千歳中

至野辺地 至六ヶ所

県道５号線

現地

エドヒガン
■樹種　バラ科サクラ属エドヒガン 
■樹齢　推定300年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　上北郡野辺地町字寺ノ沢75-1（愛宕公園）
■所有者　野辺地町 
◎町指定天然記念物　H 6. 3. 25指定 
◇　ソメイヨシノは、本種とオオシマザクラの交
配種といわれる。 

　　東北北部では数が少なく、貴重な古木である。

西光寺
郵便局

野辺地小

愛宕公園

国道279号線至野辺地病院 至横浜町

野辺地町役場

現地

西光寺のシダレザクラ
■樹種　バラ科サクラ属
　　　　イトザクラ 
■樹齢　推定200年 
■樹高　約4.5m
■幹周　300cm 
■所在地　上北郡野辺地町字寺
　　　　　ノ沢90（西光寺境内）
■所有者　西光寺 
◎町指定天然記念物
　　　　　H 6. 3. 25指定 
◇　船問屋の野坂勘左衛門が延
享二年（1745）京都から大阪
を経て海路苗木を取り寄せ、
西光寺境内に植えたと伝えら
れる。

西光寺
郵便局

野辺地小

愛宕公園

国道279号線至野辺地病院 至横浜町

野辺地町役場

現地

寺屋敷のツキ
■樹種　ニレ科ケヤキ属メゲヤ
キ　 

■樹齢　推定500年 
■樹高　約25m
■幹周　650cm 
■所在地　三沢市谷地頭四丁目
　　　　　215-1 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物
　　　　　S 52. 5. 27指定 
◇　寺屋敷の名は、元亀元年
（1570）開山した五戸の専念
寺が、それ以前はこの地にあ
ったという伝承による。

八幡

至天ヶ森

現地 県
道
170
号
線

けやき
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ 
■樹齢　推定300年以上 
■樹高　約25m　　■幹周　600cm 
■所在地　上北郡東北町大字大浦字沼端109-2 
■所有者　東北町 
◎町指定天然記念物　H 2. 10. 1指定

至沼崎

現地

至
小
川
原
湖
公
園

小川原湖
ふれあい村

広沼大明神

銀杏
■樹種　イチョウ科イチョウ属
　　　　イチョウ 
■樹齢　推定300年以上 
■樹高　約40m
■幹周　840cm 
■所在地　上北郡東北町大字大
　　　　　浦字沼端14-2 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　H 2. 10. 1指定

沼崎観音

至三沢

砂土路川

至上北

現地

県道８号線

天間舘のケヤキ
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ 
■樹齢　推定500年　■樹高　約25ｍ
■幹周　960cm 
■所在地　上北郡七戸町字森ノ上131-4 
■所有者　七戸町 
◎町指定天然記念物　H 17. 2. 1指定 
◇　藩政の頃の一里塚の上に植えられたという。 
　この一里塚は、慶安二年～承応元年（1649～1652）
頃に作られたものといわれる。

七戸町役場

天間西小

至東北町至野辺地

現地

県
道
173
号
線

国
道
４
号
線

中野のイチョウ
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　不明　■樹高　約17ｍ
■幹周　940cm 
■所在地　上北郡七戸町字森ノ上131-4 
■所有者　七戸町 
◎町指定天然記念物　H 17. 2. 1指定 
◇　寛政十二年（1800）の「大日本国東山道陸奥州
駅路図」に描かれ、嘉永二年（1849）松浦武四郎
の「鹿角日記」に江戸時代の旅人の目印と記さ
れている。

至
七
戸
道
の
駅

国道
４号
線

県道173号線

現地

至
野
辺
地

至
東
北
町

中
野
川

もみの木（2本）
■樹種　マツ科モミ属モミ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約35m
■幹周　450～550cm 
■所在地　上北郡東北町大字大浦字徳万才9-1 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　H 2. 10. 1指定

郵便局
県道121号線

至上北至七戸
徳万才地区
生きがい広場

現地

銀杏
■樹種　イチョウ科イチョウ属
　　　　イチョウ 
■樹齢　推定800年 
■樹高　約30m
■幹周　920cm 
■所在地　上北郡東北町大字新
　　　　　舘字籠2-10 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　H 8. 9. 27指定 
◇　由来等については定かでは
ない。 

　　気根が大きく垂れ下がり、「子
安イチョウ」「乳もらいの木」
として母乳不足の婦人に信仰
されたこともある。

至七戸 至上北

新舘地区
農村公園

新館神社

県道22号線

現地
県道121号線

いちい（矢館跡のイチイ）
■樹種　イチイ科イチイ属
　　　　イチイ
■樹齢　推定400年 
■樹高　約10m
■幹周　360cm 
■所在地　上北郡七戸町字上町
　　　　　野10 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　H 2. 7. 6指定 
◇　七戸城の東北出丸として築
かれた矢館跡の西郭にあり、
戦国時代からあったものとい
われる。

天王神社

町役場
七戸支所

至七戸小至七戸小 現地

久之助のイチイ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定500年　■樹高　約13.5m
■幹周　440cm 
■所在地　上北郡六戸町大字犬落瀬字岡沼160-1
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　H 4. 11. 30指定 
◇　久之助とは、天保三年（1832）に生まれた沼田
家の当主「沼田久之助」のことである。 

　　イチイは中世から防火・防風樹として植えら
れてきた。

至三沢

屯所

至七百

至虫神現地

県道2
11号
線

氣比神社境内

氣比神社

県道８号線至下田 至三沢

現地

■樹種　スギ科スギ属スギ 
■樹齢　推定450年　■樹高　約30m
■幹周　418cm　 
◇　氣比神社は文明九年（1477）に創建されたと
伝えられる。 

　　この木は、漁民の航海目標だったといわれる。

■所在地　上北郡おいらせ町上久保51-1
■所有者　個人
◎町指定天然記念物　S 61.11.17指定

①　氣比神社の杉

■樹種　ブナ科コナラ属カシワ 
■樹齢　推定400年　■樹高　約21.2ｍ
■幹周　261cm

②　氣比神社のカシワ

1

2

き　び

今熊神社のスギ
■樹種　スギ科スギ属スギ
■樹齢　推定400年　■樹高　約27.5m
■幹周　407cm 
■所在地　上北郡六戸町大字折茂字今熊241 
■所有者　今熊神社 
◎町指定天然記念物　H 4. 11. 30指定 
◇　慶長年間（1596～1614）に、大泉坊という山
伏が、今熊神社の前身である新熊野堂を建立し
た際に、祠を守るために植えたと伝えられる。

北里大

国道45号線国道４号線

現地

阿弥陀八幡宮のケヤキ
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ
■樹齢　推定350年 
■樹高　約27m
■幹周　622cm 
■所在地　上北郡おいらせ町秋
　　　　　堂62 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 61. 11. 17指定 
◇　その昔、天ヶ森からこの地
に移住した人々が阿弥陀八幡
宮を勧請した際に、神の依代
として植えられたものといわ
れる。

病院

至八戸

至百石

奥入瀬川

国
道
45
号
線

現地

第二みちのく道路

下田小学校周辺

■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約9.85m
■幹周　301cm 
■所在地　上北郡おいらせ町南下田4 
■所有者　個人　 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 17指定 
◇　下田舘の跡となっており、このイチイは、下
田将監直徳が舘を訪れる要人使者等の道標と
していたといわれる。

①　カドのイチイ

■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約33m
■幹周　587cm 
■所在地　上北郡おいらせ町南下田39 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 17指定 
◇　所有者の磯沼家は、代々下田将監家に仕える
旧家であり、下田の歴史上重要な木である。

②　下ノ家のケヤキ

■樹種　スギ科スギ属スギ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約27.4m
■幹周　380cm 
■所在地　上北郡おいらせ町上久保51-1 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 17指定 
◇　稲荷神社勧請時に植えられたとみられ、下田
将監家とのかかわりから、下田の歴史上重要な
木である。

③　神明宮の杉

1

3

2

下田小

至六戸 至下田駅県道213号線

至阿光坊 現地

鶴喰八幡宮境内

■樹種　科属カツラ 
■樹齢　推定400年 
■樹高　約31.5m　 
■幹周　740cm

■所在地　上北郡六戸町大字鶴喰字日向山124-3　■所有者　鶴喰八幡宮
◎町指定天然記念物　H 4. 11. 30指定
◇　これらの三大木は、約400年前のほぼ同時期に植えられたといわれ、御
神木として大切にされている。 

　　なぜ三本植えたのかについては、「三位一体を示す」「三種の神器の代わ
り」等諸説有るが、はっきりしたことは判っていない。　

①　鶴喰八幡宮のカツラ

■樹種　科属サワラ 
■樹齢　推定400年 
■樹高　約21.5m 
■幹周　330cm　

②　鶴喰八幡宮のサワラ

■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定400年 
■樹高　約34.5m　　 
■幹周　470cm　

③　鶴喰八幡宮のイチョウ

3現地
若宮八幡宮

六戸町役場
国道45号線

至十和田

月窓寺

折茂小
六戸小

1 2

赤松2本（柏木の門松）
■樹種　マツ科マツ属アカマツ 
■樹齢　推定350年　■樹高　約35m
■幹周　344～360cm 
■所在地　十和田市大字大不動字柏木281 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　S 56. 4. 24指定 
◇　植栽の記録はないが、柏木集落の鎮守神であ
る天満宮の創建か再建の際に、記念して植えら
れたものといわれる。

国道45号線

平山

柏木農道
現地

善浪のイチイ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　不明　■樹高　約15m
■幹周　300cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字上市川字善浪7-1 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 49. 9. 20指定 
◇　樹齢300年ともいわれる自然木で、下枝が地
をはうように横にのびている。

上市川郵便局

若宮八幡宮

市川こ線橋

上市川小
橋
向
五
戸
線

八
戸
三
沢
線 現地

八
戸
自
動
車
道

国
道
45
号
線

兎内のモミ
■樹種　マツ科モミ属モミ　■樹齢　推定300年
■樹高　約28m　■幹周　360cm 
■所在地　三戸郡五戸町字兎内21 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 55. 6. 25指定

橋向五戸線
稲荷神社

熊野神社
五戸
六戸
線

五戸川

蛯川橋

蛯川
小学校

下新井田橋
現地

石仏のサイカチ
■樹種　マメ科マメ属サイカチ 
■樹齢　推定200～299年　■樹高　約30m
■幹周　360cm 
■所在地　三戸郡五戸町字石仏5 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 49. 9. 20指定

橋向五戸線
稲荷神社

熊野神社
五戸
六戸
線

五戸川

蛯川橋

蛯川
小学校

下新井田橋
現地

熊野神社のイチョウ
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定350年　■樹高　約22m
■幹周　60cm 
■所在地　三戸郡五戸町字下新井田 
■所有者　熊野神社 
◎町指定天然記念物　S 49. 9. 20指定

橋向五戸線
稲荷神社

熊野神社
五戸
六戸
線

五戸川

蛯川橋

蛯川
小学校

下新井田橋

現地

奥州街道のアカマツ
■樹種　マツ科マツ属アカマツ
■樹齢　推定250年　■樹高　約20m
■幹周　280cm 
■所在地　三戸郡五戸町字大学沢 
■所有者　個人　 
◎町指定天然記念物　S 49. 9. 20指定 
◇　三戸町の県境から青森市までの松並木の中
では、一番背の高い松であるといわれている。

国
道
４
号
線

八幡宮

五戸高校

旧奥州街道

至十和田市

現地

八幡宮のイチイ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定470年 
■樹高　約7.2m
■幹周　300cm 
■所在地　三戸郡五戸町字根岸
■所有者　八幡宮　 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 49. 9. 20指定 
◇　永正四年（1507）出羽の国
羽黒山に住む月山という刀鍛
冶がこの地に来て、信奉する
八幡宮を祀り、その記念に植
えたものと伝えられる。

八幡宮
五戸高校

五戸町役場

国道４号線
五戸・十和田湖線

現地

野月のケヤキ
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ
■樹齢　推定480年　■樹高　約21m
■幹周　115cm 
■所在地　三戸郡五戸町字野月25 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 55. 6. 25指定 
◇　稲荷神社境内から野月の三伝にかけ、一直線
に風よけのために植えられていたと伝えられ、
切り株が飛び石のように残っているともいわ
れる。

八幡宮
五戸高校

五戸町役場

国道４号線
五戸・十和田湖線

現地

いちい
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定650年　■樹高　約10.6m
■幹周　250cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉石中市字大久保
　　　　　平29 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　H 16. 7. 1指定

国道45
4号線五戸町役場

倉石支所

倉石局

風張平文化センター

現地

源福寺

柿の木群
■樹種　カキノキ科カキノキ属
　　　　品種不明 
■樹齢　推定300年 
■樹高　約11.5m
■幹周　3.14cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉
　　　　　石中市字向平15-1 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　H 16. 7. 1指定 
◇　南部藩が柿の生産を奨励し
ていたことによるものと伝え
られる。

倉石郵便局

国道454号線

小渡平公園

現地

至
新
郷

源福寺の杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定300年
■樹高　約50m　■幹周　500cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉石中市字寺後35-1 
■所有者　源福寺 
◎町指定天然記念物　H 16. 7. 1指定

倉石
郵便局

五戸町役場
倉石支所

国道45
4号線

現地 源福寺

あまくぼ山の三本松
■樹種　マツ科マツ属アカマツ
■樹齢　推定400年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉石中市字中市64 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　H 16. 7. 1指定

国道45
4号線五戸町役場

倉石支所

倉石
郵便局

風張平文化センター

現地

源福寺

阿部沢の松
■樹種　マツ科マツ属アカマツ
■樹齢　推定150年　■樹高　約20m
■幹周　300cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉石中市字阿部沢75-2
■所有者　今渕保正社 
◎町指定天然記念物　H 16. 7. 1指定 
◇　中市集落の北西、阿部沢の頂上付近にある傘
状のアカマツで、付近には竪穴住居跡が二十数
カ所ある。

五
戸
・
十
和
田
湖
線

五戸町役場
倉石支所

現地

国道４号線

菩提樹
■樹種　シナノキ科シナノキ属ボダイジュ 
■樹齢　推定200年　■樹高　約11m
■幹周　200cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉石中市字蝦夷舘9-1 
■所有者　水上部落 
◎町指定天然記念物　H 16. 7. 1

至
新
郷

国道454号線

五戸川

浦田橋

現地

北向のカエデ
■樹種　カエデ科カエデ属カエデ（種不詳） 
■樹齢　推定350年　■樹高　約16m
■幹周　381cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉石又重字下タ沢14
■所有者　北向部落 
◎町指定天然記念物　H 16. 7. 1指定

至
新
郷

五戸川

鎗水橋
萬世橋

ぎんなん公園
国道454号線

現地

新山神社境内樹木群
■樹種　ニレ科エノキ属エゾエノキ、ニレ科ケヤキ
　　　　属ケヤキ２本、ミカン科キハダ属キハダ
■樹齢　推定150～300年 
■樹高　約24～26m　■幹周　315～325cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉石又重字前平
■所有者　新山神社 
◎町指定天然記念物　H 16. 7. 1指定 
◇　社殿の斜め後方には、ケヤキとエゾエノキの
木が寄り添うように立っており、夫婦の木と呼
ばれている。 

　　側らの夫婦神社は縁結びの神であるという。

新山神社
倉石温泉

五戸川

館町橋

現地

天神様のイチョウ
■樹種　イチョウ科イチョウ属
　　　　イチョウ 
■樹齢　推定700年 
■樹高　約28m
■幹周　1,060cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字倉
　　　　　石又重字舘町100 
■所有者　個人　 
◎町指定天然記念物
　　　　　H 16. 7. 1指定

新山神社
倉石温泉

五戸川

館町橋

現地

一位（館神の大オンコ）
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定300年　■樹高　約13m
■幹周　300cm 
■所在地　三戸郡新郷村大字戸来字館神 
■所有者　個人　 
◎村指定天然記念物　S. 52. 5. 24指定 
◇　戸来館に800石戸来又左衛門国秀がいたころ、
植樹したものではないかと言われている。

至
十
和
田
湖

至三戸町

野沢中学校
西越小学校

新郷村役場

五戸・十和田湖線現地

三嶽神社御神木欅
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ
■樹齢　推定650年　■樹高　約40m
■幹周　702cm 
■所在地　三戸郡新郷村大字戸来字三嶽下 
■所有者　三嶽神社 
◎村指定天然記念物　S 37. 6. 16指定 
◇　三嶽神社は、貞観５年（863）、第五十六代清和
天皇の時代の創建である。

至
十
和
田
湖

至三戸町

野沢中学校
西越小学校

新郷村役場

五戸・十和田湖線
現地

杉の木（3株）
■樹種　スギ科スギ属スギ 
■樹齢　推定800～1,000年
■樹高　約36～40m　■幹周　400～880cm 
■所在地　八戸市大字豊崎町（七崎神社）
■所有者　七崎神社 
◎市指定天然記念物　S 48. 1. 24指定 
◇　承安年間（1171～1175）に、僧行海が諸国を
巡歴し当地で布教した際に、境内に七曜星をか
たどり七本の杉を植えた内から残った三本で
あると伝わる。

七崎神社

はちのへ

八戸・五戸線

現地

豊崎小学校

野沢のコナラ
■樹種　ブナ科コナラ属コナラ
■樹齢　推定400年　■樹高　約16m
■幹周　120cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字扇田字野沢 
■所有者　野沢稲荷神社 
◎町指定天然記念物　S 49. 9. 20指定 
◇　この地は、文明年間（1469～1486）南部二十
代信時の三男重義が野沢城を築城した場所で
ある。 

　　現在は稲荷神社が祀られている。
五戸町役場

橋向・五戸線

八戸・五戸線
稲荷神社

五戸・十和田湖線

国
道
４
号
線

現地

扇田墓地のイチイ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定370年　■樹高　約23m
■幹周　310ｃｍ 
■所在地　三戸郡五戸町大字扇田字扇田 
■所有者　個人
◎町指定天然記念物　S 55. 6. 25指定

五戸町役場

橋向・五戸線

八戸・五戸線

稲荷神社

五戸・十和田湖線

国
道
４
号
線

現地

扇田野沢のモミ
■樹種　マツ科モミ属モミ　■樹齢　推定300年
■樹高　約31m　■幹周　310cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字扇田字野沢8 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 55. 6. 25指定

五戸町役場

橋向・五戸線

八戸・五戸線

稲荷神社

五戸・十和田湖線

国
道
４
号
線

現地

北向墓地のイチイ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定280年 
■樹高　約10m
■幹周　230cm 
■所在地　三戸郡五戸町大字扇
　　　　　田字扇田 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 55. 6. 25指定 
◇　墓地の中に立っており、埋
葬者の記念樹ではないかとい
われる。

浅水川北向橋

北向墓地

浅水南部線

現地

至
手
倉
橋

至
扇
田

荷軽井のイチイ（40本）
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定150年 
■樹高　約８m
■幹周　記録無し 
■所在地　三戸郡五戸町大字手
　　　　　倉橋字荷軽井18-1 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 49. 9. 20指定 
◇　40本のイチイが、庭の西、
北に１列に植えられている。

浅水川

至南部町

荷軽井地区
コミュニティ
消防センター 栃棚・

手倉橋
線

現地至
西
越

至
浅
水

香の木
■樹種　カツラ科カツラ属カツラ
■樹齢　不明　■樹高　約25m
■幹周　1,200cm 
■所在地　三戸郡新郷村大字西越字北向 
■所有者　個人 
◎村指定天然記念物　H 7. 10. 23指定 
◇　かつて集落内にあったカツラの古木ととも
に「夫婦香の木」として、古くから住民に親しま
れてきた貴重な樹木である。

至
十
和
田
湖

至三戸町

野沢中学校

西越小学校

新郷村役場

新郷中学校 五戸・十和田湖線

現地

栃窪逆栃
■樹種　トチノキ科トチノキ属トチノキ 
■樹齢　推定600年　■樹高　約20m
■幹周　545cm 
■所在地　三戸郡新郷村大字西越字栃窪 
■所有者　個人　 
◎村指定天然記念物　S 37. 8. 16指定 
◇　枝がすべて地面に向かって垂れ下がってい
るので「逆栃」と呼ばれる。 

　　坂上田村麻呂の杖が根が張ったとの伝承が
ある。

至
十
和
田
湖

至三戸町

野沢中学校
西越小学校

新郷村役場

新郷中学校 五戸・十和田湖線

現地

野沢温泉ひばの木
■樹種　ヒノキ科アスナロ属ヒノキアスナロ 
■樹齢　推定250年以上　■樹高　記録無し
■幹周　280cm 
■所在地　三戸郡新郷村大字西越字温泉沢 
■所有者　個人 
◎村指定天然記念物　H 3. 7. 20指定

至
十
和
田
湖

国道454号線

野沢温泉

栃棚・手倉橋線

栃棚

現地

しだれ栗
■樹種　ブナ科クリ属クリ　■樹齢　推定400年
■樹高　約６m　■幹周　150cm 
■所在地　三戸郡南部町大字相内字相西 
■所有者　相内生産森林組合 
◎町指定天然記念物　S 51. 3. 26指定 
◇　源義家の病を治すため肝を求めて多くの女
を殺した安達という老女が、自分の娘の肝を献
上した後自害した際に投げ捨てた杖から根が
生えたとの伝承がある。

すわのたいら
至三戸

三戸相内
簡易郵便局

現地

国道

４
号
線

青い
森鉄
道

八幡大杉
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　推定300年
■樹高　約24m　　■幹周　460cm 
■所在地　三戸郡南部町大字小向字八幡27 
■所有者　八幡宮 
◎町指定天然記念物　S 55. 3. 26指定

国
道
４
号
線

三光寺

若宮八幡宮

現地
八幡宮

至三戸
南部大橋

馬淵川

猿辺川

三光寺付近

■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定300年 
■樹高　約21m 
■幹周　950cm 
◇　南部氏の菩提寺である三光寺の歴史を物語
る木である。 

　　葉の散り方で、翌年の気候を占えるという。

■所在地　三戸郡南部町大字小向字正寿寺60 
■所有者　三光寺
◎町指定天然記念物　S 49. 7. 22指定　

①　三光寺いちょう

■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約14m
■幹周　435cm　 
◇　重要文化財「南部利康霊屋」の脇にあるイチ
イの巨木である。

②　正寿寺おんこ

1 2

国
道
４
号
線

三光寺

若宮八幡宮

現地

八幡宮

至三戸
南部大橋

馬淵川

猿辺川

夫婦杉（二股杉）
■樹種　スギ科スギ属スギ　■樹齢　不明 
■樹高　約25m　■幹周　記録無し 
■所在地　三戸郡南部町 
■所有者　古町共有林 
◎町指定天然記念物　S 54. 7. 10指定 
◇　２本の杉が途中で接合して１本になった珍
木で、集落では神木として大事にしている。

国
道
４
号
線

三光寺

若宮八幡宮

現地
八幡宮

至三戸 南部大橋

馬淵川

猿辺川

赤石けやき
■樹種　ニレ科ケヤキ属ケヤキ
■樹齢　推定600年　■樹高　約25m
■幹周　700cm 
■所在地　三戸郡南部町大字赤石字待場 
■所有者　赤石林野農協 
◎町指定天然記念物　S 49. 7. 22指定 
◇　赤石十二所神社の鳥居の前にあり、同社の建
立の際に記念樹として植えられたものと伝え
られる。

至
三
戸

十二神社

沖田面郵便局 国道４号線

赤石橋

馬淵
川

現地

城山公園内

■樹種　スギ科スギ属スギ 
■樹齢　推定770年　■樹高　約29m
■幹周　640cm　 
◎町指定天然記念物　S 56. 9. 24指定 
◇　寛永年間（1624～1644）南部二十七代利通の
四男日彦八郎利康の邸宅にあり、延享三年（1746）
の三戸城絵図にも描かれている

■所在地　三戸郡三戸町大字梅内字城ノ下34-29 
■所有者　糠部神社　

①　城山の大杉

■樹種　マメ科サイカチ属サイカチ 
■樹齢　推定400年　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
◎町指定天然記念物　H 8. 4. 5指定 
◇　「城山の大杉」と同様に、三戸城址の二の丸跡
にある糠部神社の、拝殿手前に立っている。

②　サイカチの木

1

至盛岡

さんのへ

糖部神社

三戸町役場

三戸高

国道
４号
線

現地

馬
淵
川

至
南
部
町

2

モミの木
■樹種　マツ科モミ属モミ
■樹齢　推定300年以上　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　八戸市南郷区大字島守字内山14-2 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　

130

龍
興
山
神
社

南
郷
高
校

八
戸
自
動
車
道

朝もやの館

南郷I.C

名川・階上線

国
道
34
0号
線

鳩田小学校

現地

八
戸
市

南
郷
区
役
所

イチイの木（島守）
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定400年以上 
■樹高　記録無し　■幹周　記録無し 
■所在地　八戸市南郷区大字島守字大波1-5 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　H 4. 1. 31指定

新
井
田
川八

戸
自
動
車
道

南郷I.C

南郷高校

水辺の楽校

高松寺

龍興山神社

八戸市
南郷区役所

国
道
34
0号
線

現地

稲荷神社境内

■樹種　ブナ科クリ属クリ 
■樹齢　推定200年以上 
■樹高　記録無し 
■幹周　記録無し

■所在地　八戸市南郷区大字市野沢字林合12-1
■所有者　稲荷神社
◎市指定天然記念物　H 4. 1. 31指定　

①　栗の木

■樹種　ニシキギ科ニシキギ属ツルマサキ 
■樹齢　推定200年以上 
■樹高　記録無し 
■幹周　記録無し

②　ツルマサキの木

1

JA中沢出張所

市野沢地区
排水処理施設

中沢中

南郷郵便局

八戸市南郷区役所

　 道の駅
「なんごう」

国道340号線

現地2

イチイの木（市野沢）
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定400年以上　■樹高　記録無し
■幹周　記録無し 
■所在地　八戸市南郷区大字市野沢字黄檗16-1 
■所有者　忠魂碑管理者 
◎市指定天然記念物　H 4. 1. 31指定

中沢中

南郷郵便局

JA中沢出張所

八戸市南郷区役所

国道340号線
　 道の駅
「なんごう」

現地

赤松の木
■樹種　マツ科マツ属アカマツ
■樹齢　推定300年　■樹高　約23m
■幹周　410cm 
■所在地　八戸市南郷区大字大森字黒坂5-8 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　H 4. 1. 31指定 
◇　佐々木街道（1596～1614）の並木の内の一本
とも言われている。

八
戸
自
動
車
道鳩田小

鳩田農業
研修センター

八戸市
南郷区役所

一山牧場

至八戸I.C

現地

稲荷神社のヒノキ
■樹種　ヒノキ科ヒノキ属ヒノキ　 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約19.6m
■幹周　317cm 
■所在地　上北郡おいらせ町向川原2-9 
■所有者　間木町内会 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 24指定 
◇　昔は根元付近から清水が涌いていたとの伝
承があり、水の涌く場所に祠を建てて祀った際
に、植えられたものといわれる。

木内々小

国道45号線至中下田 至下田百石I.C

稲荷神社

現地

法霊社のイタヤカエデ
■樹種　カエデ科カエデ属イタヤカエデ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約20.6m
■幹周　355cm 
■所在地　上北郡おいらせ町中下田35-2 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 24指定 
◇　この地は南北朝時代の惣名一族が上陸して
鍛冶屋を営み、南朝勢力の挽回を図った場所と
伝わる。 

　　この木は法霊社の神木として植えられたと
いう。

おいらせ
町役場

温泉

至中下田至阿光坊

国道45号線

現地

天王様のイチイ
■樹種　イチイ科イチイ属イチイ
■樹齢　推定300年以上 
■樹高　約41m
■幹周　306cm 
■所在地　上北郡おいらせ町
　　　　　立蛇2 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物
　　　　　S 61. 11. 17指定 
◇　牛頭天王社の裏手にあり、
幹が三本に分かれ10メート
ル四方にわたって繁茂してい
る。 

　　この地区は南北朝時代の遺
跡ともいわれる。国道45号線

牛頭天王社

至阿光坊

至下田中

至おいらせ町役場

現地

おいらせ町阿光坊付近

■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定350年　■樹高　約12ｍ
■幹周　205cm 
■所在地　上北郡おいらせ町阿光坊105-14 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 17指定 
◇　この場所には、天神様（菅原道真公）が祀られ
た祠があり、その創建時に植えられたものとい
われる。

国道45号線阿光坊

阿光坊地区
農村公園

①　天神様のイチイ

■樹種　ヒノキ科アスナロ属ヒノキアスナロ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約34ｍ
■幹周　200cm 
■所在地　上北郡おいらせ町阿光坊105-14 
■所有者　個人 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 24指定 
◇　この木も天神様の祠を創建した際に植えら
れたといわれる。

②　天神様のヒノキアスナロ

■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約７m 
■幹周　410cm 
■所在地　上北郡おいらせ町中下田135-2 
■所有者　おいらせ町 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 17指定 
◇　この木が立つ塚は「チョウエン坊塚」と呼ばれ、
南北朝時代の身分の高い人の墓に植えられた
木であると伝えられる。

③　チョウエン坊塚のイチイ

1
3

2

現地

至
下
田
中

おいらせ町三本木付近

■樹種　マツ科モミ属モミ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約16.1m
■幹周　350cm 
■所在地　上北郡おいらせ町三本木91-7 
■所有者　三本木町内会　 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 17指定 
◇　天満宮の創建は約370年前といわれるが、史
料は残っていない。 

　　この木は創建の頃に植えられたといわれる。

◇　下記の３本の巨木があったことから、「三本木」
という地名が生まれたと伝えられる。

三本木
集会所

①　天満宮のモミ

■樹種　イチイ科イチイ属イチイ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約７m
■幹周　330cm 
■所在地　上北郡おいらせ町三本木52 
■所有者　個人　 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 24指定 
◇　かつて、根元に馬頭観音と明神様の祠があっ
たことから「馬頭観音のイチイ」と呼ばれる。 

　祠は、昭和51年に10ｍ北に新築された。

②　馬頭観音のイチイ

■樹種　ヒノキ科ヒノキ属ヒノキ 
■樹齢　推定300年以上　■樹高　約13.5ｍ
■幹周　270cm  
■所在地　上北郡おいらせ町三本木91-7 
■所有者　三本木町内会 
◎町指定天然記念物　S 61. 11. 24指定 
◇　地区の創始者たちが、天満宮にはモミの木、
墓地にはヒノキを植え集落の安泰を願ったも
のといわれる。

③　三本木墓地のヒノキ

1

3 2

現地

奥入瀬川

墓地
至
下
田
駅

モクゲンジ
■樹種　ムクロジ科モクゲンジ属モクゲンジ 
■樹齢　推定300年　■樹高　約11m
■幹周　240cm 
■所在地　上北郡六戸町大字鶴喰字明堂18-4 
■所有者　月窓寺 
◎町指定天然記念物　S 55. 2. 18指定　 
◇　三百数十年前に当地で起きた存応一家殺害
事件の供養のために月窓寺が建立された際に、
八戸八幡の普門院別当小笠原近江守が植樹し
たと伝えられる。

若宮八幡宮

六戸町役場
国道45号線

至十和田

月窓寺

折茂小
六戸小現地

いちょう（杉ノ木のイチョウ）
■樹種　イチョウ科イチョウ属イチョウ 
■樹齢　推定500～600年　■樹高　約30m
■幹周　1,000cm 
■所在地　十和田市大字大不動字八幡17 
■所有者　個人 
◎市指定天然記念物　S 55. 2. 18指定 
◇　杉ノ木集落の杉沢家の氏神である八幡宮に
立つ神木で、「乳授けのイチョウ」として遠く五
戸町方面からも参詣者を集めていたと伝えら
れる。

県
道
45
号

線

大不動小

杉ノ木
集会所

平山

現地


